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34･ 熱抵抗の発達と消失に関する考案 高温の殺虫作n]に関する研究､第17報 持久正夫 (広払
出菜短期大学 応用見出学研究室)31.12.31受理
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における死出率の差異は (C)と (d),(e)と (f)<･
は350の環境温度の方がかなID商いが,.(a)と(b)で
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curveofthe degree of 王ncre.lらe in heat
resistance.rp:pointofreturningfrom 350 to
300.
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35. 燐酸第1鉄あ蔚穀書虫に対する殺虫効果 微粉由物質の殺虫効果に関する研究 第8報
安江安立 (岡山大学 大原段菜生物研究所)32.1._9.受理
恩 師 暴 川 超 音 博 士.の せ 稀 を 謹 ん で お 楓 す る.
.燐酸第1鉄 Fe3(Pod)空･8H20 およびこれを主成分とする藍鉄鉱 vivianite微粉の貯蕗穀物害虫コ
.クヌストモドキ,コクゾウにたいする Zacher効果について検討したところ,その作用はあ凍り独
力なものではなかった.
簡酸第1鉄 Fe3(Pod)2･8Hと0 は水に難溶性の青
緑色の粉末であるが,天然に座す るものは監鉄鉱
vivianite として知られており, わが国ではかつて
1916年川村多夫二教授3)により琵琶iTn北部の湖底から
緋成鉄として採集されたことがある.員菜上では稀に
輯厳肥料5'としても用いられることがあり,特に夏期
水田において肥効が高いという報告℡)もある.これを
殺虫剤として放初に依ったのはソ連の Ivanoval)で,
貯蔵穀物苦虫防除の目的をもって藍鉄鉱微粉を貯蔵小
麦のなかに小麦の韮矧 こたいして 1/1000の割合で混
合しておけばグラナ')ヤコクゾウCalandragranarL-a
L.などの緊勅を防ぐことができると発表した.
.筆者は多年にわたって種々の鉱物性微粉の貯蔵穀物
等虫にたいする所謂 Za占her効果を研究中であった
ので,該論文に興味をひかれ 早速追試をおこなって
みたので,取敢えずこ にゝ右の結果を報告する.この
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